
・』

、，

『上を向いて歩こう

『科学の本－oo冊j

村上陽一郎

河出書房新社

1,600円（税別）

奇跡の歌をめぐる

ノンフィクションJ
永六輔、中村八大、そして坂本九。

歌の誕生から大ヒットまでを

ドラマチックに追いかける。

佐藤剛
小学館文庫 710円（税別）

対話し、思恵を被ってきた書物たち

『自然学jf天文対話jf方法序説jf部分と

全体l・・。科学に収まらず文学や哲学ま

で渉猟し恩恵を受けた本と、それらとの

対話から成った自著数冊。科学史の泰斗

による、文系も親しめる秀逸の読書案内。

tt2.・

南

あおやま・みなみ

1949年福島県生まれ。翻訳家、

エッセイスト。著書にf英語になっ

たニッポン小説if南の話jf短編小

説のアメリカ52講j、訳書にケル

アックfオン・ザ・ロード1、ロスfゴー

スト・ライターj、編訳書にf作家は

どうやって小説を書くのか、じっくり

聞いてみよう！Jなど多数。

文＝青山
忌
野
清
志
郎
が
ラ
イ
ブ
で
は
「
日

本
の
有
名
な
ロ
ッ
ク
ン
ロ
ー
ル
」
と
紹

介
し
て
か
ら
歌
い
だ
し
て
い
た
「
上
を

向
い
て
歩
こ
う
」
は
、
清
志
郎
が
歌
う

と
、
た
し
か
に
ロ
ッ
ク
ン
ロ
ー
ル
と
い

う
か
ん
じ
が
す
る
の
だ
が
、
も
と
の
坂

本
九
の
歌
で
は
そ
ん
な
ふ
う
に
思
っ

た
こ
と
は
な
か
っ
た
。い
い
歌
だ
な
あ
、

と
思
っ
て
気
持
ち
よ
く
口
ず
さ
ん
で

き
た
だ
け
だ
。

で
も
、
こ
の
本
を
読
ん
で
知
っ
た

こ
と
は
、
九
は
ア
メ
リ
カ
の
ロ
ッ
ク
ン

『里山産業論「食の戦略Jが
六次産業を超える』

未来に向け、食と環境にこそ投資を

著者はそこに根ざした食文化こそが地域

金丸弘美

KADOKA WA  

800円（税別）

里山産業書面

量丸弘尭

1＇・s

d哩曽曽甥曹司~

ーを向いて歩こうif科学の本

-80冊jをそれぞれ3名様に、

本欄執筆者 ・青山南さんの新干（

作家はどうやつで小説を書く

のか、じっくり聞いてみよう！ 1 
f作家はどうやって小説を書く

のか、たっぷり聞いてみよう に

を2冊セットで2名様にプレt
ント。ご希望の方はP105の尻

募要領にで。

ロ
ー
ル
を
、
と
り
わ
け
同
時
代
人
の
エ

ル
ヴ
ィ
ス
を
意
識
し
て、
歌
っ
て
い
た

と
い
う
こ
と
。

エ
ル
ヴ
ィ
ス
の
得
意

は
「
語
尾
を
極
端
に
し
ゃ
く
り
上
げ

る
ロ
カ
ビ
リ
ー
独
特
の
歌
唱
法
」
だ
っ

た
が
、「
上
を
向
い
て
歩
こ
う
」で
九
は

「あ
l
る
こ
う
ウ
オ
ウ
ウ
オ
ウ
ウ
オ
ウ」
や

「
こ
ぼ
れ
な
い
よ
ウ
オ
ウ
ウ
オ
ウ
に
」
と

い
っ
た
歌
い
方
で
そ
れ
に
倣
っ
た
の
だ

と
い
う
。

い
ち
ど
聞
い
た
ら
忘
れ
な

い
、九
の
あ
の
「
ウ
オ
ウ
ウ
オ
ウ
」
が
、
そ

う
か
、
ロ
ッ
ク
ン
口
l
ル
だ
っ
た
の
か
。

発展の鍵と見る。イタリアやフランスの

令食”事情を好例に、個人の昧覚と伝来の

食文化を基点とした町づくりが．地域全体

の六次産業化を促すとする新・産業論。

鶴見俊輔

1
9
6
3年
6
月
に
は
、
「ω
C
さ
歪
さ

と
い
う
曲
名
で
全
米
チ
ャ
ー
ト
の

ト
ッ
プ
に
躍
り
で
て
、
そ
れ
か
ら
三
週

間
、
そ
の
座
を
キ
｜
プ
す
る
と
い
う
、

日
本
の
歌
で
は
初
の
快
挙
を
な
し
と

げ
た
が
、
そ
れ
は
そ
ん
な
「
エ
ル
ヴ
ィ
ス

直
伝
の
、
世
界
に
共
通
す
る
ビ
！
卜

感
」
の
せ
い
で
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。

詞
は
永
六
輔
、
曲
は
中
村
八
大
。

発
売
は
東
芝
。

六
輔
の
、
八
大
の
、九
の
、
東
芝
の
、

歌
の
誕
生
か
ら
大
ヒ
ッ
ト
ま
で
の
そ

れ
ぞ
れ
の
ド
ラ
マ
を
、
本
書
は
ま
さ
に

ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
に
追
い
か
け
る
。
わ

く
わ
く
ど
き
ど
き
の
現
代
史
の
読
み

物
の
よ
う
で
も
あ
る
。

言
及
さ
れ
る
当
時
の
歌
の
数
々
を

ぎ

E
5
0で
聞
き
な
が
ら
読
む
と
、
最

高
の
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
感
も
昧
わ
え

ヲ

Q

。

藤原書店

2,600円（税別）

「人や物を見る自は確かでした。」

祖父・後藤新平や父・祐輔、姉・和子、友人

の岡部伊都子、石牟礼道子、金時鐘らに

ついて綴ったもの、語ったこと、対話など。

昨年7月に他界した稀有な哲学者カf遣し

た、その人柄が旬、ばれることばを集成。

『まなざし』


